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【使い方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菅小 ギガたんのルール 
 学習内容をよりよく理解したり、学びをより豊かにしたりするために、これからギガたんを上手に活用

していきましょう。菅小学校では、みんなが安心、安全、快適にギガたんを活用していくために「ギガた

んのルール」をつくりました。みんなでルールをしっかり守って、楽しく学習していきましょう。 

【ギガたんは、学習用具です】 

① 「つくえ」や「いす」などと同じで、学校のものです。卒業したら、次の１年生が使いますの

で、大切にあつかいましょう。手を洗って、きれいな手でギガたんを扱うようにしてください。 

② 便利な道具には、よい使い方とよくない使い方があります。ぜひよい使い方をしましょう。 

③ 家のパソコンやタブレットとは違い、勉強のために川崎市が貸しているものです。遊ぶためのも

のではないということを、よく分かった上で活用しましょう。 

 

学校編 

朝 

① 教室に着いたら、いつも通り朝のしたくをした後に、自分のギガたんを保管庫

から取り出します。 

② 先生からの指示がある場合は、ギガたんの電源を入れてクラスルームを開きま

す。先生からのメッセージがあれば確認しましょう。 

③ ギガたんはケースに入れて机の横にかけるか、机の中にしまっておきます。 

授業中 

○ 先生の指示がある場合は、ギガたんを取り出します。教科書やノートといっ

しょに、上手に机の上におきましょう。 

○ 使わない時には画面を閉じて、先生や友だちの話をしっかり聞きましょう。 

○ 教室を出て使用する時には、ケースに入れて歩いて運びましょう。 

休み時間 

○ 基本的には、授業中の学習活動でのみ使います。 

○ 担任の先生やクラブや委員会の担当の先生の許可をもらって、ギガたんを使

うことはできます。「何のために」「どのように」使うのか説明して許可をも

らいましょう。 

帰り 

○ 撮った写真や動画がある時は、必ずマイドライブに移動しておきましょう。 

○ 帰りのしたくの時にギガたんを保管庫の自分の番号のところにもどし、充電

ケーブルをさしこみます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使い方 

○ 基本的には、先生から指示や課題がある時にのみ家庭に持ち帰ります。 

○ 先生からの課題にのみ使用します。クラスルームで課題は確認します。 

○ 家の人と、家庭での使用時間について決めて使います。 

保管方法 

○ 家では、家の人の目の届く安全なところに置いておきます。 

○ 磁石や水回りの近くには置かないように気をつけます。 

〇 家の外に持ち出して使ってはいけません。 

家庭編 

 

情報モラル 

○ パスワードやアカウントなどは、他の人へは教えません。 

○ ギガたんを友達に貸したり、使わせたりしてはいけません。 

○ 保存してある、友だちのデータを操作してはいけません。 

○ 自分や他人の個人情報（名前・住所・電話番号・メールアドレス・写真や動

画など）は、インターネット上には絶対に載せません。 

○ カメラで人を撮影したり、友だちの持ち物などを撮影したりするときには、

勝手に撮らず必ず許可を得るようにしましょう。（肖像権） 

健康面 

○ 姿勢に気をつけて、画面から３０cm以上離れて見るようにしましょう。 

○ 30分に１回は休憩をとり、目を休ませましょう。 

○ 家で使う場合は、ねる１時間前からは使わないようにしましょう。 

        ※保護者の皆様へ。詳しくはこちらをご覧ください。 

    「端末利用に当たっての児童生徒の健康への配慮等に関する啓発リーフレット」文部科学量 

安全・健康編 

保護者の皆様へ 

 川崎市教育委員会より児童一人につき一台のクロームブック端末（通称ギガたん）が貸与され、これか

らの時代に合わせ学習に活かしていきます。子どもたちには、この「ギガたんのルール」をもとに、端末

を大切に使っていくことを指導しているところです。今後は、家庭で取り組む課題がある場合や、臨時休

業の際に家庭での学習に活用する場合に持ち帰りを行う予定です。ご家庭でもお子さんと一緒にお読みい

ただき、子どもたちの端末使用のルールへの理解のために、ご協力くださいますようお願いいたします。 

安全面 

○ インターネットは正しく使えば学習を広めたり、生活を便利にしたりするこ

とができます。しかし中には怪しいページや個人情報を盗もうとするページ

もあります。もし危険だと思われるページに入ってしまったときには、すぐ

に先生や家の人に相談するようにしましょう。 


